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製品名 内容 2015年度 2016年度

















































































































主題 医学・歯学・薬学・看護学 看護・周辺領域 社会科学、人文科学、一般





アクセス 同時13（リモート可） 同時3（リモート可） 検索はどこからでも無料
本文 なし（リンクあり） 一部あり※ 一部あり
データ量
約1000万件の論文情報 約213万件の論文情報 約1,800万件
約6,000誌 約860誌
NII-ELS 約365万件
CJP 約200万件
NDL 約1,140万件
機関リポジトリ(IR） 100万件
J-STAGE 200万件
特徴
・医学用語シソーラス
・Mapping機能
日本看護学会論文集電子版
・膨大な論文情報
・論文本文へのナビゲート
・論文の引用関係を表示
３　大学院生の利用者ガイダンス
　大学院生に向けたものとして、修士1年生・選択
科目『自然科学系研究方法論』では、更に高度な研
究をすべく、抄録・引用文献データベース「SCOPUS」
の使い方、インパクトファクター入手のため「JCR
（Journal Citation Reports）」の紹介、文献管理ソフト
の「EndNoteBasic」の説明を行なっている。本学の
大学院は社会人を主なターゲットにしており、働き
ながら学べるように主に夜間に開講されている。
　先に情報格差について言及したが、往々にして臨
床経験が長い社会人が入学した場合、ICTの影響で
日々進化する情報検索の現場からは長く離れている
ことを意味し、電子コンテンツとして記事検索から
文献の入手まで、また ILLの依頼までもパソコンで
行える環境適用に時間を要したり、苦手意識を持つ
場合が多いように感じられる。一方、学部生からそ
のまま大学院に進学した内部生は、ほぼ卒論を必修
とする学科卒である場合は特に、その時点で高度な
文献検索手法を習得する素地を持ち合わせており、
ICTに関する嫌悪感は少ない。
　しかしながら、文献検索の最終目的は参考文献を
収集するにとどまらず、クリティークし、それを自
身の論文に生かすことである。更に言えばその前に
適切なキーワードを選ぶことであり、加えてその前
に何が課題であるかのリサーチクエスチョンを適切
に行うことの重要性を鑑みると、臨床の現場で解決
すべき課題をもってして働きながらに大学院に入学
した社会人院生においては、学部生が卒論を書く以
上に、文献検索に対する適正、言葉を替えると強み
をもっているとも考える。
Ⅴ　今後検討している利用者サービス
　これまで紹介してきたガイダンスの開催事例は、
教員からの要請があり授業に組み込まれるなどして
― 30 ―
いるものが多く、担当する図書館職員自身も毎年の
経験を次年度のガイダンスに反映するなど経験値が
上がっている。それ以外のものとしては自主的に申
込んできた少人数のグループ単位で講習会を開催す
るケース、電子ブックなど特定のデータベースにつ
いて事前申込みなく自由に参加できる形式の公開セ
ミナーを開催するケースなどがある。後者の場合は
会場をLCとして、外部講師に担当いただくことも
多い。
　以上が本学のガイダンス実施状況であるが、まだ
まだ課題も多い。例えば2年生である。この学年を
対象としたガイダンスは行なわれていない。もしこ
の学年に文献検索スキルを教授できれば、在学中の
レポート課題に役立つほか、3年生での卒研検索へ
の橋渡し的な役割を果たせることなど効果が期待で
きる。またデータベースの中には利用頻度の低いも
のが存在し、図書館職員さえもがうまく紹介できな
いコンテンツも存在する。これらは外部講師を招聘
してガイダンスを実施することが、利用者のみなら
ず図書館職員の勉強にもなりうる。企画を立てる労
力を厭わないことが肝要と言える。
　文献検索ガイダンスにおいて、私自身の持論とし
て、「魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教える（中
国の有名な老子の格言で、中国語では『授人以魚不
如授人以漁』）ことを意識している。大学図書館の
最大の使命は「生涯通じる情報リテラシーの教授」
であるとの考え方に依るものである。しかし、まず
もって自戒である。その使命は果たせているか。ま
た建学の理念「QOLサポーターの育成」に大学図書
館は貢献できているか。先にみた入館数や貸出冊数、
ILL依頼・受付数、電子ジャーナルの閲覧数は単純
な数値の加算であり、いわば単なる経年の変化を見
たものに過ぎない。いくら昨年に比べて入館者数や
貸出冊数が増えたとしても、成果としてのアウトカ
ムへの相関は証明されてはいないのである。単純な
数値の増減で図書館の役割を果たしたとするのでは
なく、一つのガイダンスに際して、最善の準備を行
い、現場ではいかなる事態（例えば機械トラブル）、
質問があろうともその場で対処・回答できるよう図
書館職員自ら常日頃のスキルアップを怠らないこと
が大切であると考える。
　今後検討している利用者サービスとしては、利用
者が求める時、求めるだけのサポートが行える環境
の整備である。次年度改組を控えた本学にとっては
更なるコンテンツ提供の支援であり、また例えばオ
ンデマンド型の講習会やデータベースリモートアク
セス環境の整備であると考える。
Ⅵ　病院図書室への要望
　本研修会への参加を前に刊行されたばかりの『病
院図書館の世界（奥出麻里著、日外アソシエーツ、
2017年）』を読んだ。医療現場の最前線で医師をは
じめとする医療従事者から患者までを対象者とし、
少人数で奮闘してきた病院図書館の歴史が描かれて
おり、高く共感した。このような努力を積み重ねて
こられている新潟県内の病院図書室への要望など、
私から声高に発言することなど何もない。図書室協
会の30年の歩みにただ頭が下がるばかりである。
　ただ更なる今後のご発展のため、報告「30周年の
あゆみ」をお聞きし、感じたことを一言言及させて
いただきたい。それは本研修のような病院図書館の
ネットワークを超えた連携や交流ができるのではな
いかということである。スタッフ同士の研修や勉強
会であり、またコンテンツの相互利用である。超え
るのは館種の違いをである。連携・交流は地域をま
たいでである。実際、本学からの病院図書室へのア
プローチはこれまで多くはなかった。しかし、本日
の研修会に参加することで、新潟の病院図書室協会
の長い歴史と伝統、結びつき、活動を知る機会を得
た。また、本学の卒業生が病院に就職した際など、
本学の利用者教育が少なからず関係していることを
再認識した。
　もし門戸を開いていただけるのであれば、本学と
の、また大学図書館との更なる連携・交流をお願い
できればと思う。
Ⅶ　おわりに
　今回の新潟県病院図書室協会30周年記念研修会
にお招きいただきましたこと、御礼申し上げます。
また、ご準備から当日の運営まで担当されましたス
タッフの皆様に心から感謝申し上げます。この先、
40周年、50周年を迎えられますよう会のますます
のご発展をお祈りしております。
（本稿は、第55回新潟県病院図書室協会30周年記
念研修会の発表に加筆修正したものである）
